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＜グラフ＞
令和 6年 7月 3日新日本銀行券
発行予定！
＜口絵＞
博物館だより
　年賀切手になった郷土玩具
千夜一夜食べ物語
　�偽物があふれかえる時代に光り輝
く本物の「鹿児島黒豚」の魅力
わが街わが故郷 179
　南丹市美山町（京都府）
読者プレゼント
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一
信

ツ
ミ
は
日
本
で
繁
殖
す
る
タ
カ
類
で

は
最
小
で
、
漢
字
で
は
「
雀
鷹
」
又
は

「
雀
鷂
」
と
書
き
、「
雀
を
含
む
小
型
の

鳥
類
を
捕
食
す
る
こ
と
」
に
由
来
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
夏
鳥
で
も
あ
り
、
場
所
に

よ
っ
て
は
留
鳥
（
年
間
を
通
し
て
同
じ

場
所
に
生
息
す
る
鳥
）
で
も
あ
り
ま
す
。

都
内
に
は
春
頃
に
飛
来
し
て
主
に
針
葉

樹
の
上
に
営
巣
し
、
四
～
五
月
に
産
卵

（
二
～
五
個
）、
約
三
十
日
で
孵
化
、
孵

化
後
約
三
十
日
で
巣
立
ち
ま
す
。

ツ
ミ
の
巣
の
周
り
に
は
オ
ナ
ガ
が
集

合
し
て
繁
殖
し
ま
す
。
こ
れ
は
オ
ナ
ガ

の
卵
や
ヒ
ナ
の
い
る
巣
を
一
番
の
外
敵

で
あ
る
カ
ラ
ス
か
ら
ツ
ミ
が
守
っ
て
く

れ
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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